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令和７年度　千歳小学校　学校関係者評価報告　
令和７年度の学校関係者評価をとりまとめましたので、以下のとおりご報告します。

学校関係者評価はまず、教職員による自己評価の分析から始めます。自己評価報告書の中で、肯定的な評価の数値が低く気になる部分を記します。
　
暑さの影響、保護者理解と一層の工夫を
　一点目は暑さによる学校教育への影響です。児童の外遊びができない日が多く、外体育の授業が満足に行えない状況があるといった声とともに、体力向上という観点からも心配だという声が教職員から上がっているからです。
　関連して水泳の授業を早め、１学期中に終わらせることには、教職員から高評価が出ていました。教職員から「近隣の屋内プールの使用も視野に」という声も上がるほどの事態です。
　運動会の実施時期も春の開催が妥当と言う声が多く、今後も秋開催は難しいのではないかという見方もありました。一方で、現状よりさらに時期を早めるとなると、短距離走と団体競技のみにする、完成度を求めない児童主体の表現運動にするといった指摘も、やむを得ないかもしれません。
　この問題は全国的な問題であり、学校単独で解決できる課題ではありませんが、保護者や地域により一層の理解を求め、教育委員会と学校が知恵を絞る必要があると思いました。

　　「チーム担任制」に賛否
　二点目は今年度から３、４年生で導入された「チーム担任制」についてです。学年全体で児童理解が深まっているといったプラス評価の半面、マイナス評価をする教職員も少なくないことが、数字やコメントからわかりました。自己評価報告書は「児童によっては担任交代への不安も見られたが、次第に順応する様子も確認された」「教員・保護者・児童それぞれの声を踏まえた見直しを求める意見が多く寄せられた」「今後は、負担軽減と教育効果の両立を図りながら、チーム担任制の意義と課題を検証し、より良い運用方法を検討していく」と結んでいます。
　「チーム担任制」は全国的に広がりを見せていて、どこでも賛否両論が出ます。教職員だけでなく、子どもたちや保護者の声を聞きながら進めることが肝要です。実施校の多くはこまめにアンケートを取るなどしており、次年度も継続・拡大するのであれば、アンケートは必須だと考えます。また、「チーム担任制」について児童に説明するのはもちろんですが、当該学年の教員・保護者だけでなく、学校全体に理解を広げることも欠かせないと言えるでしょう。

　保護者アンケートの回収率が低下
学校関係者評価は、学校の自己評価をもとに行うこと、保護者等へのアンケートのみをもって学校関係者評価としないことが大前提になっています。ただ、アンケートが評価の重要な要素であることも確かです。
今回の保護者へのアンケートの回収率は55.8%と令和6年度の68.6%から低下しました。初めて「すぐーる」を使った令和４年度のように、26.1%という衝撃的な回収率の年もありましたので、オンラインでの調査は要注意です。後述する事情から次年度の調査には不確定の部分がありますが、関係者評価委員会の会議（以下、「会議」と略す）では、高回収率だった学校では、保護者アンケートのための２次元コードのついた紙を児童に配布した後、保護者からアンケートが回答済みであることを伝える紙を提出してもらっていたといいます。そのひと手間が回収率を挙げていることは明らかです。そうすることで未提出者が把握でき、再度の呼びかけもしやすくなるため、本校でも次年度に実施したいとのことでした。
また自己評価報告書には「保護者の学校への関与が弱まっている可能性」を指摘する記述もあり、アンケートに答えてもらうこともさることながら、保護者に学校教育そのものへの関心を高めてもらう努力も必要となります。保護者アンケート（全学年）で、「私は学校公開にすすんで参加している」という設問に対する肯定的な回答が、前年度より8.7ポイント低い79.5%にとどまり、否定的な回答が19.2%になりました。
「会議」では、保護者のライフスタイルの変化や多忙化、土曜授業が事実上なくなったことも影響しているのではないかという説明もありました。保護者会のクラス懇談会への出席者の減少も気になりました。この設問で否定的な回答が増えることは、学校運営上、好ましいとは言えませんので、工夫や働きかけを検討いただきたい点です。

授業改善や情報発信が進む
全体を通して、（１）よく考える子ども、（２）思いやりのある子ども。（３）体をきたえるこども、の３つの教育目標に対する評価は、児童（5年生以上）、保護者（全学年）ともに高いと言えます。全体的に児童の肯定的評価の数値は前年度より若干減った項目が多いですが、保護者や地域の肯定的評価の数値は増える傾向にありました（自己評価書も参照ください）。
特にＩＣＴを効果的に活用した課題解決型の学習が定着していることは「授業では、考えたことを話し合ったり発表したりする機会がある」という児童への質問に94.7%が肯定的な回答したことで明らかです。「学ぶことが楽しい」70%、「学校行事は楽しい」90.8%、「学校生活は楽しい」87.3%、「学校が好きだ」76.3％など、「私は、自分らしさを大切にし、他の友達の良さも大事にしている」89.9％。いずれも前年度よりは肯定的評価が減ったとは言え、まだまだ高率と言えるでしょう。
一方、「本校では、学校だより、ホームページ、すぐーるなどで、保護者に情報を提供している」という保護者への質問に95.9%が肯定的な回答をしており、情報発信が充実してきたこともわかりました。前年度までの肯定的な回答は80%台にとどまっていただけに目立つ数字です。
この点は「会議」で「前年度の結果を受けて、ホームページの更新が少ない学年で声を掛け合うなどして更新を増やすようにしてきた成果ではないか」という説明もありました。
一方で、「私は、学校公開にすすんで参加している」が前年度より肯定的な評価が減るなど、保護者の学校への関心がこれまでより低くなっている印象もあるようです。
やはり学校からの効果的な情報提供は欠かせません。「会議」の中で、委員からはTeamsを使ってクラス単位で情報が得られるといいのでは、といった提案もありました。本校はコロナ禍で授業参観に合わせて授業動画をリアルタイムで配信した学校でもありますから、不可能なことではないでしょう。
なお、すぐーるでの情報発信も、受け取るのに便利な反面、膨大な情報に大事な情報が埋もれてしまうという声が委員から出ました。悩ましい問題です。
地域のアンケートでは、肯定的な回答が100%のものが複数あり、「会議」では、学校側から「地域に支えられていると実感した」というコメントもありました。また通学路の安全面では、「都立総合工科高校前の歩行者用青信号の時間を登下校時に延ばしてもらった」「コミュニティバスが通る通りの路側帯を塗り直してもらった」といった対応について報告がありました。

中学校等との交流や教科「日本語」の見直し
一方で、近隣中学校などとの交流に関わる質問の肯定的な回答は、これまでと同様に低いままです。学び舎方式は小中学校が隣接していて、中学校の学区が小学校の学区と重なる場合には有効ですが、それ以外の地域の交流方策は、教育委員会のアイデアが待たれるところです。
世田谷区の特設教科「日本語」の授業が好きだと答えた児童も、40％強にとどまりました。以前より授業時間が減り、授業の自由度も少なくなっていることも影響しているのではないかという見方もあるようです。こちらも教育委員会としっかり見直しを検討していただく課題であると考えます。

　調査方法に対する考え方
　今年度のアンケートは、世田谷区全体の共通項目の設定を事実上止める形で行われましたが、切り替え初年度でもあり、ほぼ前年度を踏襲する形で行いました。次年度に学校関係者評価に関わる方々は一から検討いただくことになります。問いはもともと教育委員会で定めた文章が多いのですが、回答しづらい表現について吟味して見直していただきたいと思います。通塾率をストレートに問う設問は、「会議」で学校関係者評価になじまないのではないかという指摘もありました。
　また、児童へのアンケートはもともと区では高学年だけで実施されてきました。本校では別途、独自項目だけは４年生以下でも紙やGoogle formsを使って行ってきましたが、今年度はそれも廃止しました。教職員の負担軽減という働き方改革の側面もあったからです。
　ただ、「チーム担任制」の項でも触れましたが、児童の声を聞き、その点を学校評価に組み込みことは、こども基本法が制定され、児童の声を積極的に聞くことが求められているだけに重要になってきたはずです。
　すでに述べてきたように、児童アンケートは高学年のみ、保護者アンケートは全学年となると、児童と保護者の意識の齟齬という点がつかみづらくなります。保護者アンケートの高学年分も別途、情報としていただきました。「本校の教育に満足している」という設問の肯定的回答が、保護者全体では89.1%なのに対し、高学年の保護者では61.1%にとどまるなど、高学年の保護者はやや辛口の評価をしている項目が多い点も申し添えます。

　　学校関係者評価委員会は今年度まで
　世田谷区の制度が次年度から代わり、学校関係者評価委員会は今年度で役割を終えます。次年度からは本校の学校運営委員会も、法律の名称と同じ学校運営協議会と改め、そのもとで学校関係者評価を行うと聞いています。どういう方法で評価が行われるかはわかりませんが、これまで以上の学校関係者評価の充実を望んでいます。

最後に学校関係者評価委員のコメントを掲載します。

評価委員の声 

本年度も生徒はもとより保護者の皆さま、地域の皆さまへアンケート実施を行った結果を拝見し、努力できている部分とまだまだ成長できる部分はあると感じました。学校方針及び教育委員会の考える今後の学校の取り組みが皆さまのアンケート結果でより一層良き方向に向かう事を切に願います。本年度をもちまして独立した評価委員会は終了となります。これまで携わらせていただき誠にありがとうございました。（新井）

ぱる児童館に遊びに来る千歳小の子ども達からは、学校でのイベントや日常の出来事、先生方とのやり取りをよく聞くことがあります。その様子からも学校側が工夫している授業内容や児童が楽しく学校生活を送っているのが感じることができます。学校関係者評価委員会をとおして学校の様子や雰囲気がより伝わりました。教職員が児童と保護者、地域の人たちが学校をもっと良くいきたいとの強い思いも感じることができました。ぱる児童館は学校とは相互関係の協力体制があり、新BOPも含めて子どもたちの成長をこれからも学校と地域と連携をして取り組みたいと思います。（五十嵐）

学校関係者委員として複数年携わらせていただき、地域の皆様はじめ、学校の皆様、関係者の皆様とさまざまな議論をさせていただきました。この場をお借りして御礼申し上げます。ありがとうございました。初年度は回答形態がアナログからデジタルに変化した年で回答数が少なくなるなど、年度ごとにそれぞれ課題があり、いろいろと思い出します。委員会を通じ微力ながらお役立てたのであれば嬉しく思います。複数年にわたり本当にありがとうございました。（石田）

今年度のアンケート結果からもわかるように、学校が様々な工夫をして保護者に対して積極的に情報を発信してくださることにより、保護者も子供を安心して小学校へ通わせることができるため大変ありがたいです。今後とも保護者や地域の一員としての立場から学校を支えるためにできることを考え、子供達のために行動していきたいと思います。（島藤）

児童のアンケート結果の「私は自分らしさを大切にし、他の友達の良さを大事にしている」という項目の肯定的回答が多かったことが保護者として嬉しい点でした。引き続き学校と保護者で手を携え、子どもたちの自他共に大切にする心を育んでいきたいと思いました。また「先生たちは、丁寧に指導してくれる。」という項目も、昨年よりやや減ったものの児童・保護者ともに9割近くが肯定的回答をして実感しており、日頃細やかに配慮をして下さっている先生方に改めて感謝の念を抱きました。土曜授業廃止に伴い、来校回数が減っている保護者も増えているように思われます。インターネットを利用した情報発信(すぐーるやteams等)により、子ども達の学校生活の様子を見ることができる機会が増えると、保護者の学校への関心を高め、保護者の安心感に繋がるように思いました。（丸山）

本校の学校関係者評価には、子どもが在校していた時代から10年以上携わってきました。もともと、学校関係者評価は、文部科学省が制度化する際の会議の委員として関わったために個人的にこだわりがありました。十分な評価ができたのか、その評価が学校の改善にどの程度役立ったかは申し上げようがありません。評価委員会は今年度で役割を終えますが、次年度以降の取り組み方にも注目していきたいと思っております。また、卒業生の保護者である地域住民の1人として、協力できることはいくらでもいたしますので、今後もお声がけください。（中西）

令和４年度よりお世話になっておりますが、学校や世田谷区の取り組みについて直接伺える機会をいただき感謝申し上げます。今年度は昨年度とアンケートの対象学年が変わるなどして、比較が難しかったように感じました。児童と保護者の意見に乖離があるようなので、保護者や地域が学校への関心を高められるよう引き続き情報発信をしていただければと思っております。来年度からは新たな取り組みが始まりこちらの委員会も解散となりますが、子どもたちを取り巻く環境がより良いものになりますよう期待しております。（三田）

学校関係者評価委員を務めた４年間で、子どもたちを取り巻く環境はすごいスピードで変化しているものだと実感しました。環境は変化しても、学校と家庭とのつながりのあり方が課題だということは4年間一貫して感じたことでした。卒業生の保護者として、地域の大人として色々なことを考えましたが、家庭と学校が一緒に子どもを育てていくんだという気持ちになれるように、学校と保護者はお互いにどうしたら良いのかということの答えはなかなか簡単には見つかりません。これからも考え続けていきたいと思います。　学校評価アンケートもこれから変化していくと思いますが、学校と保護者が共に力を合わせてこどもたちの育ちを支えるという点において役立つものであることを願っています。（持田）
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